
＜別紙様式＞ 

令和６年度 岐阜県地域学校協働活動事例報告書 
  
◆本部名等 

 
◆組織図                                         ◆推進員等人数 

 
 
※ SF=スポーツフェスタの略 
 
 

◆推進員等（コーディネーター）の立場・活動 
 
 
 
 
 
 
 
◆活動の内容 ※放課後子ども教室を実施している場合は、活動内容により区分してください。 

内 容 実施 
実施場所 

主な内容 
授業内 授業外 地域 

①自然体験活動・地域課題解決型学習・郷土学習 ○ ○  ○ 米・野菜・富有柿づくり、環境調査等 

②地域の行事、ボランティア活動への参画 ○  ○ ○ 文化協会の芸能祭、自治会の行事等 

③学校に対する協力活動（見守り、環境整備、授業支援など） ○  ○ ○ あいさつ活動、見守り、環境整備等 

④学習支援活動（地域未来塾等） ○  ○ ○ こころざし教室（公民館） 

⑤家庭教育支援活動 ○ ○   子育てモデルの提供、読み聞かせ等 

⑥スポーツ・部活動支援 ○  ○ ○ 地域ふれあいスポーツフェスタ 

⑦その他（       ）      
 
 
◆特色のある活動 

 
◆問い合わせ先 

 

市町村名 本巣市 本部名 糸貫地域園・学校協働活動本部 

活動学校名 糸貫中学校・席田小学校・一色小学校・土貴野小学校・糸貫東幼児園・糸貫西幼児園 

 有無 人数 

地域学校協働活動推進員 有 ６ 
コーディネーター 有 １ 
学習支援員 有 ４ 
協働活動支援員 有 ３ 
協働活動サポーター 有 ９０ 
その他ボランティア 有 ３８ 

● 中学生を核とした地域ふれあいスポーツフェスタ 

＜活動内容＞ 
・地域ふれあいスポーツフェスタおいては、中学校と連携を図り
中学生実行委員会を立ち上げ開催要項の原案を作成する。 
･自治会役員や子どもに関わる各種団体で構成する実行委員
会を開催し、中学生が企画した内容を検討し決定する。  
・当日、運営にあたる中学生と地域の人でリハーサルを実施。 
本番は３地域とも幼児から高齢者までの参加者は５００人程
度、軽スポーツを通して触れ合う。後日、実行委員会を開催し
成果・課題をまとめる。 ※中学生実行委員会３回程度、実行
委員会開催３回実施 

＜工夫や効果＞ 
・各地域ふれあいスポーツフェスタ実行委員会では、地域の役
員（分館長・社会教育推進員等）と中学生代表が成功に向けて
前向きなやり取りが展開されるようになった。 
・中学生実行委員は授業や生徒会活動等で活躍し、学校のめざ
す子ども像の具現になりつつある。 
・学校評価アンケートの「地域活動への参加」、「自分を肯定的に
捉える」回答が子ども・保護者ともに７５％を越えており、子ど
もが地域の方々とともに主体的に行動するようになった。（R
５「地域活動への参加」 生徒７６％保護者７７％、「自分を肯定
的に捉える」 生徒７７％保護者８６％、） 

担当課・係 
本巣市教育委員会 
社会教育課 

連 絡 先 ０５８－３２３－７７６４ 

写真 

推進員６名は糸貫学園学校運営協議会の構成員で園・学校経営の目標・ビジョンや課題を共有しながら地域学
校協働活動と一体的に進めている。また、地域学校協働活動において地域の目標、めざす子ども像を明確にし、
その具現に取り組んでいる。コーディネーターは教育委員会の担当者が担い、学校と地域との連絡調整を行って
いる。３地域ともに地域ふれあいスポーツフェスタ実行委員会が中心となって地域ふれあいスポーツフェスタ事
業やボランティア推進事業等を推進している。 
 
 
 
 
 

 
 

 

※各園・小学校支援 

                            委員会設置 
                                                               

糸貫学園学校運営協議会 

糸貫中学校支援委員会 

席田地域協働活動 

席田地域ふれあい

SF実行委員会 

一色地域協働活動 

一色地域ふれあい

SF実行委員会 

土貴野地域協働活動 

土貴野地域ふれあい

SF実行委員会 

各地域ともに中学生代表・地区の分館長・社会教育推進員等・ＰＴＡ等子ども

に関わる各種団体 


